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近年、K中間子ヘリウム原子 (K-3He及びK-4He)の強い相互作用による 2p準位
のシフトが、赤石氏により、Coupled channelモデルを用いて再計算された [1]。
この 2p準位のシフトは、従来の理論の枠組みにおいては常にゼロに近い値
を支持されてきたが (e.g. ∼ −0.2 eV[2])、K−He間のポテンシャルが深い場合に
は、絶対値で最大 |∆EMAX

2p | ∼ 15 eV (for K-3He) 、∼ 11 eV (for K-4He) のシフトが
許容されることがわかった。K-3Heと K-4Heのポテンシャルの深さはほぼ同じ
[1]である一方、それぞれの準位シフトは、ポテンシャルの深さによって大き
く異なるため、双方の 2p準位シフトを精密測定することで、K中間子−ヘリ
ウム間のポテンシャルの深さ、及び、「軽い原子核における K中間子の深い
束縛状態の存在」に関する重要な情報が得られると期待される。
我々は、K中間子ヘリウム 4原子の 2p準位シフトを∼2eVの精度で決定する

実験 (KEK-PS E570)を 2005年末に行い (講演番号 28aSC-8 参照)、K中間子ヘリウ
ム 3原子に関する実験を大強度陽子加速器計画 J-PARCにおける最初の実験
(DAY-1)として計画している (J-PARC E17)。K中間子ヘリウム原子は、液体ヘ
リウムを標的とした静止K−反応を用いて生成し、その脱励起過程から放出
されるバルマー系列 X線を高分解能X線検出器 SDDによって測定し精密分光
を行う。K中間子ヘリウム 3原子X線の測定は E17実験が世界初となる。
本講演では、J-PARC E17実験の概要及び準備状況について報告する。
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